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第
二
章　
小
樽
市
に
お
け
る
人
口
減
少
と
所
得
の
関
係̶

̶

全
道
事
例
と
の
比
較

江
頭
進

一　
は
じ
め
に

本
章
で
は
、
本
書
の
分
析
の
入
口
と
し
て
、
小
樽
市
と
主
な
人
口
流
出
先
で
あ
る
札
幌
市
の
所
得
差
の
影
響

を
見
て
お
こ
う
。
所
得
差
は
経
済
学
の
中
で
、
伝
統
的
に
人
が
定
住
地
を
決
定
す
る
場
合
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
小
樽
市
と
札
幌
市
の
住
民
の
所
得
の
間
に
格
差
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、

そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
章
に
続
く
各
章
の
テ
ー
マ
の

一
つ
で
も
あ
る
。

所
得
差
と
人
口
増
減
は
北
海
道
で
は
歴
史
的
に
み
て
も
な
じ
み
の
深
い
課
題
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終

戦
直
後
、
戦
地
か
ら
帰
還
す
る
大
量
の
復
員
者
の
雇
用
問
題
を
考
慮
し
、
彼
ら
を
北
海
道
に
入
植
さ
せ
る
こ
と

で
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
五
年
五
月
に
成
立
し
た
北
海
道
開
発
法
（
法
律
第
一
二
六 
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号
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
条　
国
は
、
国
民
経
済
の
復
興
及
び
人
口
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
た
め
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画

（
以
下
、
開
発
計
画
と
い
う
。）
を
樹
立
し
、
こ
れ
に
基
く
事
業
を
昭
和
二
六
年
度
か
ら
当
該
事
業
に
関

す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
く
命
令
を
含
む
）
の
規
定
に
従
い
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
昭
和
二
七
年
よ
り
第
一
次
五
カ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
「
港
湾
」
で

小
樽
が
対
象
と
な
る
。

「
総
合
開
発
第
一
次
五
カ
年
計
画
」
の
構
想
は
、
豊
富
な
資
源
を
開
発
し
、
産
業
の
高
度
化
を
は
か
り
、

過
剰
人
口
を
解
決
す
る
有
力
な
環
境
た
ら
し
め
ん
と
す
る
た
め
に
、
現
在
開
発
の
も
つ
と
も
お
く
れ
て
い

る
基
礎
施
設
を
整
備
強
化
し
て
、
産
業
の
立
地
条
件
を
是
正
改
善
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
基

礎
施
設
の
う
ち
最
も
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
、
各
種
産
業
反
転
の
基
礎
と
な
る
電
源
の
開
発
の
問
題
で
あ

り
、
各
種
物
資
の
輸
送
に
必
要
な
道
路
・
鉄
道
・
港
湾
な
ど
の
交
通
網
の
整
備
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で

食
糧
自
給
度
向
上
の
た
め
の
食
料
生
産
の
増
強
で
あ
り
、
ま
た
地
下
資
源
の
調
査
開
発
は
日
本
経
済
自
立

の
た
め
に
充
分
プ
ラ
ス
と
な
る
も
の
で
あ
る
（
蝦
名 

一
九
五
〇
：
一
八
三
）。
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し
か
し
、
そ
の
成
果
は
極
め
て
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
山
伊
知
郎
が
編
集
し
た
『
北
海
道
開
発
論
』 

（
財
団
法
人
統
計
研
究
会
経
済
構
造
研
究
部
会
編 

一
九
五
五
：
一
五
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
二
五
年
か
ら
三
一
年
ま
で
の
人
口
の
社
会
増
加
は
、
目
標
が
一
一
〇
万
人
で
あ
っ
た
の
に
、

わ
ず
か
五
万
八
〇
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
人
口
吸
収
・
食
糧
増
産
を
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
事
情
は
か
な
り
違
っ
て
く
る
。
北
海
道
で
、

昭
和
二
五
年
か
ら
三
一
年
ま
で
に
五
五
万
五
〇
〇
〇
人
の
人
口
が
増
え
た
こ
と
、
こ
れ
は
北
海
道
に
お
い

て
は
神
武
以
来
の
人
口
増
加
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
は
、
後
進
県
の
中
に
は
人
口
減
少
を
示
し
て
い

る
も
の
さ
え
あ
る
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
経
済
発
展
の
効
果
と
い
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
、

も
し
開
発
を
中
心
と
す
る
発
展
が
な
か
っ
た
ら
、
先
進
県
に
流
出
し
た
か
も
知
れ
な
い
人
口
を
北
海
道
内

に
と
ど
め
て
雇
用
し
え
た
こ
と
は
、
消
極
的
に
も
せ
よ
、
開
発
の
国
民
経
済
的
意
義
と
し
て
認
め
ら
れ
う

る
こ
と
、
こ
れ
は
伊
藤
善
市
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
…
…

北
海
道
に
お
い
て
、
土
地
の
広
さ
と
か
未
開
発
資
源
の
豊
か
さ
と
か
が
、
そ
れ
だ
け
で
内
地
人
口
を
大

い
に
吸
収
し
た
の
は
、
主
と
し
て
大
正
末
期
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
、
北
海
道
も
東
京
、
大
阪
、

福
岡
等
と
共
に
、
主
と
し
て
産
業
力
と
所
得
の
高
さ
に
よ
っ
て
人
口
を
吸
収
雇
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
復
員
者
を
北
海
道
の
資
源
開
発
の
中
で
吸
収
し
よ
う
と
い
う
政
府
の
目
論
見
は
外
れ
た
こ
と
、
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し
か
し
、
他
の
周
辺
部
と
比
べ
て
北
海
道
は
、「
産
業
力
と
所
得
の
高
さ
」
に
よ
り
人
口
を
吸
収
し
た
こ
と
が

認
識
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
で
は
、
人
口
の
集
中
の
大
き
な
要
因
は
所
得
で
あ
り
、
北
海
道
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
都
道
府
県
単
位
で
の
移
動
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

北
海
道
内
の
市
町
村
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
限
ら
れ
て
い
た
。
本
章
で
は
、
札
幌
市
へ
の
道
内
人
口
の
集
中

と
所
得
格
差
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

現
在
、
道
内
各
地
で
人
口
減
少
へ
の
対
応
策
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
所
得
格
差
の
存
在
を
無
視
し
た
ま
ま
で

は
、
そ
の
効
果
は
大
幅
に
減
じ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
者
の
所
得
を
増
や
す
に
は
賃
金
の
引

き
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
企
業
の
利
益
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
金
引
き
上
げ
は

利
益
率
の
改
善
と
並
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
札
幌
や
関
東
圏
と
い
っ
た
各
都
市
の
人
口
流
出

先
を
上
回
る
勢
い
で
変
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

本
章
で
は
、
最
後
に
こ
の
問
題
を
考
え
る
。
特
に
本
書
の
対
象
で
あ
る
小
樽
市
は
、
伝
統
的
な
製
造
業
と
現

在
の
中
核
産
業
で
あ
る
観
光
業
が
そ
れ
ぞ
れ
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
、
そ
の
方
法
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

二　
所
得
と
人
口
増
減
の
関
係
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
口
の
増
減
と
所
得
の
関
係
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
多
く
が
、
人
々
が
よ
り
高
い
所
得
を
求
め
て
居
住
地
を
変
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
所
得
と
人
口
移
動
の
研
究
と
し
て
、
現
在
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
論
文
が
田
淵
（
一
九 

八
六
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
人
口
の
移
動
と
地
域
間
所
得
格
差
の
因
果
関
係
を
検
証
す
る
た
め
にSim

s

検
定
を
用
い
て
検
証
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
一
般
に
は
発
展
途
上
国
で
は
成
長
途
上
で
地
域
間
の

所
得
格
差
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
人
口
が
都
市
部
に
集
中
す
る
が
、
先
進
国
で
は
そ
の
格
差
は
縮
小
し
、

人
口
も
均
等
化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
田
淵
は
、
こ
の
当
時
の
日
本
で
は
人
々
は
よ
り
高

い
所
得
を
求
め
て
移
動
す
る
が
、
そ
の
移
動
に
よ
っ
て
地
域
間
の
所
得
格
差
が
均
等
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

伊
藤
（
二
〇
〇
九
）
は
、
戦
後
の
日
本
の
都
道
府
県
単
位
の
人
口
移
動
の
説
明
要
因
と
し
て
、
所
得
格
差
の 

他
に
、
就
業
機
会
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
口
移
動
の
き
っ
か
け
が
出
身
地
経
済
の
状
況
に
左

右
さ
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
規
求
人
倍
率
に
基
づ
い
た
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
新
規
求
人
倍
率
は
、
分
配
所
得
格
差
で
測
っ
た
所
得
格
差
に
比
べ
る
と
与
え
る
影
響
が
小
さ
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

比
較
的
、
近
年
の
研
究
で
あ
る
豊
田
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
低
所
得
地
域
か
ら
高
所
得
地
域
へ
の
人
口
の
移
動 
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が
、
結
果
的
に
高
所
得
地
域
の
平
均
所
得
を
引
き
下
げ
、
地
域
間
の
平
準
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る
。

他
方
で
、
所
得
と
自
然
動
態
の
関
係
は
、
近
年
の
少
子
化
関
係
の
議
論
で
多
数
の
研
究
が
存
在
す
る
。『
平

成
二
五
年
度
版
厚
生
労
働
白
書
』（
二
〇
一
三
）
で
は
、
平
均
的
に
は
二
人
以
上
の
子
供
を
望
ん
で
い
る
が
、
妻

の
年
齢
が
三
五
歳
未
満
で
は
、
経
済
的
理
由
で
子
供
を
持
た
な
い
家
庭
が
全
体
の
八
割
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

戸
田
（
二
〇
〇
七
）
は
、
少
子
化
へ
の
関
連
政
策
の
影
響
を
論
じ
た
論
文
の
中
で
、
地
域
差
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
い
と
所
得
は
出
生
率
に
負
の
影
響
を
与
え
る
が
、
地
域
差
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
係
数
は
有
意
で
は

な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
は
一
貫
し
て
出
生
率
に
対
し
て
正
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
時
に
雇
用
状
況
の
改
善
が
出
生
率
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的
と
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
移
動
と
出
生
率
の
関
係
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
小
池
（
二
〇
〇
九
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
中 

で
は
、
初
婚
前
に
大
都
市
圏
に
移
動
し
た
人
の
子
供
の
数
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、

初
婚
前
に
大
都
市
圏
に
移
動
し
た
人
が
、
高
学
歴
・
晩
婚
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
て 

い
る
。

松
浦
（
二
〇
一
一
）
は
相
対
所
得
と
一
世
帯
当
た
り
の
子
供
の
数
の
関
係
に
着
目
し
、
母
親
が
高
学
歴
で
あ

る
ほ
ど
、
一
人
当
た
り
の
養
育
費
が
高
く
な
り
子
供
の
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
、
相
対
的
低
所
得
層
で
は
、
本

人
世
帯
収
入
が
平
均
世
帯
収
入
に
近
づ
く
ほ
ど
出
生
率
は
高
く
な
る
が
、
本
人
や
配
偶
者
の
絶
対
収
入
は
出
生

率
に
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
所
得
と
人
口
増
減
の
間
に
は
、
相
関
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
多
く
の
先
行
研
究
は
、
国
あ
る
い
は
都
道
府
県
単
位
で
の
検
証
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
本
章
で
は
こ
の
傾

向
が
道
内
市
町
村
、
特
に
小
樽
に
対
し
て
成
立
す
る
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

所
得
と
人
口
減
少
率

ま
ず
、
道
内
市
町
村
の
人
口
減
少
率
と
所
得
の
関
係
を
検
討
す
る
が
、
本
章
で
は
、
道
内
自
治
体
を
市
部
と

町
村
部
に
分
け
て
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
理
由
は
後
述
す
る
。

人
口
減
少
率
は
二
〇
一
八
年
度
住
民
基
本
台
帳
、
平
均
所
得
は
二
〇
一
八
年
度
市
町
村
税
の
課
税
対
象
所
得

を
課
税
対
象
者
数
で
割
っ
た
も
の
を
用
い
た
。
課
税
対
象
所
得
を
用
い
た
の
は
、
分
配
所
得
に
近
い
方
が
よ
り

生
活
実
感
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

）
1
（

。
そ
の
上
で
各
市
町
村
の
平
均
所
得
と
札
幌
市
の
平
均
所
得
と

の
差
を
算
出
し
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。

住
民
の
心
理
的
な
判
断
の
分
析
は
次
章
以
降
で
説
明
さ
れ
る
本
書
の
中
心
課
題
で
あ
る
た
め
本
章
で
は
扱
わ

な
い
。
代
わ
り
に
他
の
客
観
的
指
標
に
よ
る
要
因
と
し
て
、
距
離
と
有
効
求
人
倍
率
を
考
え
る
。
北
海
道
の
中

核
都
市
で
あ
り
、
経
済
の
中
心
で
も
あ
る
札
幌
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
否
は
輸
送
コ
ス
ト
等
の
観
点
か
ら
企
業
の

利
潤
率
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
り
結
果
的
に
所
得
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
で
は
労
働

市
場
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
人
口
減
少
の
理
由
と
さ
れ
、
企
業
誘
致
の
政
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
そ

の
正
否
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
有
効
求
人
倍
率
に
関
し
て
は
、
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
を
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所
管
す
る
道
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
カ
バ
ー
す
る
エ
リ
ア
が
、
市
町
村

区
分
と
は
一
致
し
な
い
た
め
、
所
得
、
距
離
と
は
分
け
て
分
析
す
る
。

表
1
は
、
札
幌
市
と
札
幌
市
以
外
の
三
四
市
の
平
均
所
得
差
及
び
各

市
の
札
幌
市
か
ら
の
時
間
距
離
に
基
づ
く
人
口
の
社
会
増
減
率
の
関
係

を
回
帰
分
析
し
た
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
時
間
距
離
はG

oogle M
ap

の
機
能
を
用
い
て
乗
用
車
を
使
用
し
た
と
き
の
最
短
時
間
を
算
出
し 

た
。表

1
の
よ
う
に
、
市
部
で
の
社
会
増
減
率
は
所
得
差
と
高
い
相
関
が

み
ら
れ
、
札
幌
市
か
ら
の
距
離
に
も
弱
い
な
が
ら
も
関
係
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
町
村
部
で
は
こ
れ
ら
の
変
数
が
ほ
と
ん
ど
社
会

増
減
率
に
影
響
を
与
え
な
い
（
表
2
）。
特
に
、
札
幌
市
と
の
所
得
差

は
、
町
村
部
の
社
会
増
減
に
対
し
て
全
く
関
係
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
モ
デ
ル
の
推
計
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
R2

（
調
整
済
み
R2

）
も
〇・〇 

二
三
で
あ
り
、
時
間
距
離
も
説
明
力
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
。
こ
れ
は
、

比
較
的
人
口
の
多
い
市
部
と
比
べ
て
、
人
口
が
少
な
い
町
村
部
で
は
、

あ
る
特
定
の
産
業
の
成
長
・
衰
退
に
よ
る
住
民
の
所
得
へ
の
影
響
が
大

*p＞．05,　***p＜.001,　

独立変数

定数

札幌との所得差

時間距離

R²（調整済みR²）

F（2, 32）

－9.038－6.609 －8.098 －5.119

.003* .894

－.295

7.850

－2.694

.002

－.003

.003

.000－.002*

.686

33.927***

定数および偏回帰係数
|t|

95%信頼区間

下限 上限非標準化（B） β

表１　平均所得と時間距離から社会増減率 （市部 N＝34）
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き
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
か
つ
て
は
「
一
番
貧
し
い
村
」
と
言
わ
れ
た
が
ホ
タ
テ
の

養
殖
に
成
功
し
た
猿
払
村
、
馬
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
農
作
物
の
出
荷

も
豊
富
な
安
平
町
な
ど
、
平
均
所
得
で
見
れ
ば
札
幌
市
を
上
回
る
地
域

が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
も
人
口
の
社
会
的
減
少
が

止
ま
ら
な
い
の
は
、
平
均
所
得
が
増
え
て
も
、
そ
の
増
加
が
住
民
全
員

に
均
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
若
い
世
代
の
所
得

が
伸
び
て
い
な
い
等
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
町
村
部
に
関

し
て
は
経
済
デ
ー
タ
、
特
に
産
業
別
、
年
齢
別
の
賃
金
の
デ
ー
タ
が
市

部
に
比
べ
る
と
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
推
測
の
域
を
で
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
部
に
関
し
て
は
、
人
口
減
少
率
と
所
得
の
間

に
明
確
な
関
係
が
見
ら
れ
、
距
離
と
の
間
に
は
弱
い
相
関
が
観
察
で
き

る
。
こ
れ
ら
は
都
道
府
県
単
位
で
行
わ
れ
た
他
の
先
行
研
究
と
合
致
す

る
。
他
方
で
町
村
部
で
は
明
確
な
関
係
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
部
の
産
業
別
人
口
構
成
と
平
均
所
得
の
関
係
を
観
察
し

た
。
産
業
別
人
口
構
成
は
、
二
〇
一
七
年
度
の
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を

利
用
し
た
た
め
、
所
得
デ
ー
タ
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
二
〇
一
七
年
の
も

*p＞．05,　***p＜.001,　奥尻町、礼文町、利尻、利尻富士町は、船舶による渡航時間を含む。

独立変数

定数

時間距離

R²（調整済みR²）

F（1, 142）

－1.077 －1.228 －1.926

.001* .152 1.828 .000 .001

.023*

3.343***

定数および偏回帰係数 |t| 95%信頼区間

下限 上限非標準化（B） β

表2　平均所得と時間距離から社会増減率 （町村部 N＝144）
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の
を
使
用
し
た
。

表
3
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
内
市
部
に
お
い
て
全
体
的
な
平
均
所
得
に
影
響
を
与
え
る
産
業
は
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
。
わ
ず
か
に
、
銀
行
・
保
険
業
と
複
合
サ
ー
ビ
ス
業
の
存
在
が
札
幌
市
と
の
平
均
所
得
差
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は
都
市
銀
行
や
大
手
保
険
会
社
の
方
が
地
方
銀
行
な
ど
に
比
べ
る
と
平
均
賃
金
が
高

い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
産
業
は
比
較
的
雇
用
者
数
が
多
い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
き
な
影
響

は
観
察
で
き
な
い
。

本
章
で
は
、
単
純
に
市
部
と
町
村
部
に
分
け
て
議
論
し
て
い
る
が
、
道
内
自
治
体
の
中
で
は
、
市
よ
り
人
口

の
多
い
町
、
人
口
が
す
で
に
五
〇
〇
〇
人
を
切
っ
て
い
る
市
が
存
在
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
人
口
減
少
に
つ
い

て
は
人
口
の
多
い
地
域
と
少
な
い
地
域
で
分
け
て
考
え
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
口
が
少
な
く
な
っ

た
市
で
も
、
過
去
に
は
二
万
人
を
超
え
る
人
口
を
擁
し
て
お
り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
等
が
町
村
部
よ
り
も
整
っ
て

い
る
地
域
が
あ
る
た
め
、
人
口
の
増
減
が
生
活
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
単
純
に
現
在
人
口
の

多
寡
で
分
類
す
る
の
も
ま
た
問
題
が
あ
り
、
本
章
で
は
市
と
町
村
で
分
け
て
検
討
し
た
。

道
内
の
各
市
に
お
い
て
は
、
所
得
水
準
に
決
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
産
業
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
平
均
所
得
と
人
口
減
少
の
問
題
を
見
る
限
り
、
人
口
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
の
成
功
例
を
も
っ
て
人

口
の
多
い
自
治
体
の
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
市
部
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
よ
り
包
括
的
な
産
業
政
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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独立変数
変数および偏回帰係数

|t|
95%信頼区間

非標準化 下限 上限
定数 9358.498 3.508 －3637.285 15079.711
農業 960.771 .238 .081 －24511.626  26433.168
漁業 －7965.603 －1.931 －.750 －30734.201 14802.996
鉱業、採石業、砂利
採取業 －4031.162 －.564 －1.253 －10931.577 2869.254

建設業 －21698.800 －.279 －1.759 －48135.503 4755.902
製造業 －6696.024 －.597 －1.982 －14273.213  563.204
電気・ガス 435.159 －1.107 －2.773 －11874.842 －1517.205
情報・通信業 435.159 .006 .037 －24639.611 25509.929
運送業 －13278.97 －.445 －2.027 －27327.981 770.029
小売・卸売業 －7464.87 －.553 －2.071 －15194.748 265.006
銀行・保険業 －11206.23 －1.034 －4.154 －16992.863 －5419.601
不動産業 －11206.23 －.199 －.692 －40430.210 20705.370
学術研究、専門・技術
サービス業 －11206.23 －.143 －.325 －42838.958 31556.089

飲食・宿泊業 －9862.42 .241 1.439 －3220.018 16342.325
生活関連サービス業、
娯楽業 －7613.51 －.417 －2.217 －14978.277 －248.736

教育、学習支援業 －5641.43 －.296 －1.111 －17275.266 5483.532
医療、福祉 6561.15 －.039 －.214 －9818.836 8040.966
複合サービス業 －6250.85 －.869 －4.016 －9589.299 －2912.396
サービス業（他に分類
されないもの） －7033.15 －.248 －.931 －23228.977 9162.670

公務（他に分類される
ものを除く） －6831.74 －.300 －1.307 －18042.928 4379.456

分類不能の産業 －6219.39 －1.054 .013 －10833.090 －1555.697
R2(調整済みR2) .825
F(20、33) 9.002 ***

表3　産業別人口構成と札幌との平均所得の差の関係 （N＝34）

*p＞．05,　***p＜.001,　
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有
効
求
人
倍
率
と
人
口
減
少
率

次
に
道
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
と
人
口
減
少
率
の
関
係
を
見
て
い
こ
う
。
北
海
道
内
で
も

二
〇
一
六
年
前
後
か
ら
有
効
求
人
倍
率
が
一
を
超
え
る
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
地
域
に
仕
事
が
あ
る

か
否
か
は
人
口
減
少
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
二
〇
一
八
年
度
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
有
効
求
人
倍
率
と
人
口
減
少
率
の
間
に
は
、
強
い

相
関
は
観
察
で
き
な
か
っ
た
（
表
4
）。

た
だ
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
管
轄
が
自
治
体
の
行
政
区
分
よ
り
広
域
で
あ
り
、
デ
ー
タ
が
個
々
の
自
治
体
内

の
状
況
を
反
映
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
全
体
的
な
求
人
と
求
職
者
の
総
量
関
係
を
表
し
て
い
る
だ

け
で
あ
り
、
個
別
の
産
業
や
年
齢
別
の
需
給
関
係
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
求
人
自
体
は
あ
っ
て
も
労

働
者
が
希
望
す
る
職
種
や
業
種
が
存
在
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

初
任
給
と
の
関
係

人
口
流
出
の
最
も
深
刻
な
点
と
さ
れ
る
若
い
世
代
の
労
働
力
人
口
の
減
少
を
考
え
る
た
め
に
、
こ
の
世
代
の

流
出
率
と
初
任
給
の
関
係
を
観
察
し
よ
う
。

労
働
力
人
口
に
つ
い
て
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
で
あ
る
が
、
市
町
村
単
位
の
初
任
給
は
、
各
市
町

村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
労
働
実
態
調
査
や
労
働
基
本
調
査
を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
道
内
で
は
町
村

の
み
な
ら
ず
、
市
で
す
ら
、
こ
の
調
査
を
公
開
し
て
お
ら
ず
、
公
開
し
て
い
て
も
隔
年
で
し
か
調
査
を
実
施
し
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*p＜.001,

変数
社会減少率

有効求人率

－.89 .31

.22

－.111*

1.33

平均値 標準偏差 相関係数

表4　社会減少率と有効求人の相関 （2018年度  N＝20）

*p＞．05,　***p＜.001,　

独立変数

定数
大卒賃金

R²（調整済みR²）

F（1, 14）

－3.178－.050 －.084 －.016
－.356 .176 －.556 1.12－.222**

.127

2.036***

定数および偏回帰係数
|t|

95%信頼区間

下限 上限非標準化（B） β

表6　20－25歳労働人口の減少率と大卒初任給 （N＝16）

*p＞．05,　***p＜.001,　

独立変数

定数
高卒賃金

R²（調整済みR²）

F（2, 13）

－1.195－.009 .025 .007
.498 .701 .596 1.169－.286*

.053

.365

定数および偏回帰係数
|t|

95%信頼区間

下限 上限非標準化（B） β

表5　15－20歳労働人口の減少率と高卒・短大卒初任給 （N＝16）

短大卒賃金 －.329 －.463 －1.360 .880－.240*
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て
い
な
い
自
治
体
も
あ
り
、
今
回
入
手
で
き
た
デ
ー
タ
は
、
函
館
、 

小
樽
、 

旭
川
、 

室
蘭
、 

釧
路
、 

帯
広
、 

岩
見
、 

網
走
、 苫
小
牧
、 士
別
、 滝
川
、 深
川
、 登
別
、 伊
達
、 北
広
島
、 石
狩
の
一
六
市
に
限
ら
れ
た
。

小
樽
市
は
毎
年
実
施
し
て
い
る
が
、
札
幌
市
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
実
施
し
て
い
る
も
の
し
か
入
手
で
き
な

か
っ
た
た
め
札
幌
市
周
辺
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
分
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
に

留
意
し
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
初
任
給
に
対
応
す
る
デ
ー
タ
を
札
幌
市
は
公
開
し
て
い
な
い
た
め
、

今
回
は
札
幌
の
三
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
公
表
し
て
い
る
数
字
を
利
用
し
た
。
先
述
し
た
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
管

轄
範
囲
は
自
治
体
を
越
え
て
い
る
の
で
、
あ
く
ま
で
札
幌
圏
で
の
初
任
給
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

高
卒
・
短
大
卒
初
任
給
の
札
幌
圏
と
の
差
と
一
五
歳
〜
二
〇
歳
の
労
働
人
口
の
増
減
率
、
大
卒
初
任
給
の
差

と
二
〇
〜
二
五
歳
の
労
働
人
口
の
増
減
率
の
間
に
は
有
意
な
相
関
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
表
5
、
6
）。
こ
れ
は

新
卒
時
の
就
職
で
居
住
地
の
移
動
ま
で
伴
わ
れ
る
場
合
、
産
業
分
野
ご
と
の
平
均
的
な
初
任
給
の
差
は
重
要
な

要
因
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

小
樽
の
分
析

二
〇
一
八
年
度
平
均
所
得
で
小
樽
市
は
札
幌
市
よ
り
約
五
一
万
円
少
な
い
（
図
1
）。
一
方
、
こ
の
六
年
間

で
平
均
所
得
は
札
幌
市
で
約
四・一
％
、
小
樽
市
で
約
四・〇
％
増
加
し
て
お
り
両
市
の
間
に
大
き
な
差
は
な
い
。

小
樽
市
と
札
幌
市
の
産
業
構
造
は
比
較
的
似
て
い
る
と
い
え
る
。
小
樽
市
で
は
製
造
業
、
飲
食
・
宿
泊
業
、
医

療
・
福
祉
が
、
全
産
業
に
占
め
る
割
合
が
札
幌
市
よ
り
も
高
く
、
札
幌
市
で
は
、
情
報
・
通
信
業
、
不
動
産
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業
、
学
術
研
究
・
専
門
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
が
小
樽
市
よ
り
も
高
い
。
こ
の
う
ち
小
樽
は
、
製
造
業
、
飲
食
・
宿

泊
業
、
不
動
産
業
に
お
い
て
、
基
本
給
で
札
幌
市
を
上
回
る
。
こ
れ
以
外
の
分
野
で
は
、
全
体
的
に
札
幌
市
の

基
本
給
の
方
が
小
樽
市
よ
り
も
高
い
。
小
樽
市
の
特
徴
は
、
伝
統
的
な
小
樽
市
の
産
業
で
は
基
本
給
が
札
幌
市

よ
り
も
高
い
あ
る
い
は
同
程
度
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
比
較
的
高
所
得
を
得
ら
れ
る
産
業
が
小
樽
市
で
は
弱

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
情
報・通
信
業
、
学
術
研
究・専
門
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
者
が
少
な
い
。

ま
た
、「
観
光
都
市
小
樽
」
の
中
核
に
あ
る
飲
食
・
宿
泊
業
は
産
業
分
類
の
中
で
は
も
っ
と
も
基
本
給
が
低

い
こ
と
は
、
道
内
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
樽
市
内
の
飲

食
・
宿
泊
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
修
正
を
行
わ
な
い
限
り
、
観
光
都
市
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
市
全
体
の

平
均
所
得
が
下
が
る
危
険
性
が
あ
る
（
図
2
、
3
）。

小
樽
市
は
全
体
的
に
高
所
得
が
得
ら
れ
る
分
野
で
、
札
幌
市
よ
り
基
本
給
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
未
熟
練
労

働
者
が
多
い
若
い
世
代
（
多
く
は
子
育
て
世
代
）
は
、
職
業
間
移
動
の
サ
ン
ク
コ
ス
ト
が
低
く
、
流
動
性
が
高
い

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
高
所
得
を
求
め
た
転
職
、
移
住
を
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

三　
所
得
と
自
然
増
減
の
関
係
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次
に
、
所
得
と
自
然
増
減
率
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
〇
一
八
年

度
の
自
然
増
減
率
（
市
部
）
と
課
税
対
象
所
得
（
市
町
村
税
）
と
の
関
係
を

調
べ
た
（
表
7
）。

市
部
に
つ
い
て
、
平
均
所
得
は
自
然
増
減
率
に
強
い
説
明
力
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
る
。
出
生
や
病
気
な
ど
に
対
応
す
る
福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
、

所
得
に
表
れ
な
い
他
の
要
因
が
出
生
数
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
所
得
が
強
い
説
明
力
を
持
つ
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
見
る
と
、
札
幌
市
は
一・
〇
八
、

小
樽
市
は
一・
一
四
で
小
樽
の
方
が
や
や
上
回
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時

の
北
海
道
全
体
は
一・二
六
で
、
札
幌
市
は
一
七
九
市
町
村
（
当
時
）
中

一
七
六
位
、
小
樽
は
一
七
四
位
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当
時
の
全
国
平
均

は
一・三
八
で
あ
り
、
都
道
府
県
別
で
は
、
北
海
道
は
四
六
位
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
札
幌
市
も
小
樽
市
も
全
国
的
に
見
て
も
合
計
特
殊
出
生
率
の
低

い
地
域
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
北
海
道
で
は
自
然
増
減
率
は
所

得
と
強
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
死
亡
率
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
札
幌
市
の
低
さ
は
例
外
的
で
あ
り
、
小
樽
市
の
場
合
は
所

*p＞．05,　***p＜.001,　

独立変数

定数

所得

R²（調整済みR²）

F（1, 33）

－6.705 －8.040－10.216 －5.370

－2.273e-6* .842 8.966 .000 .000

.709

80.384***

定数および偏回帰係数
|t|

95%信頼区間

下限 上限非標準化 β

表7　所得と自然増減率 （N＝35）
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得
の
低
さ
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
二
〇
一
八
年
度
平
均
所
得
で
小
樽
は
三
四
市
中
二
五
位
で
あ
る
）。

北
海
道
あ
る
い
は
小
樽
の
所
得
が
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
こ
と
や
先
行
研
究
の
結
果
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、

北
海
道
あ
る
い
は
小
樽
の
出
生
率
は
所
得
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
改
善
す
る
可
能
性
が
高
い
。

四　
政
策
的
議
論

こ
こ
ま
で
、
北
海
道
の
市
部
に
お
い
て
は
、
札
幌
と
の
比
較
に
お
け
る
所
得
差
と
人
口
動
態
に
有
意
な
関
係

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
小
樽
の
場
合
、
所
得
水
準
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
社
会
減
、
自
然
減

と
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
可
能
性
が
高
い
。

一
般
に
、
所
得
格
差
を
縮
小
す
る
方
法
は
、
平
均
所
得
を
引
き
上
げ
る
か
、
再
分
配
政
策
に
よ
る
か
の
二
つ

で
あ
る
。
後
者
は
、
小
樽
市
と
札
幌
市
の
子
育
て
世
代
に
か
か
わ
る
社
会
福
祉
・
保
障
制
度
に
は
細
目
に
違
い

は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
決
定
的
な
違
い
が
な
い
。
こ
の
点
は
、
次
章
以
降
で
み
る
よ
う
に
市
民
に
正
確
に

認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
広
報
等
を
通
じ
た
情
報
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
平
均
所
得
の
増
加
に
は
次
の
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
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（
1
）
既
存
産
業
の
利
益
率
の
改
善

（
2
）
高
利
益
・
賃
金
産
業
の
誘
致
・
育
成

（
3
）
札
幌
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の
促
進

こ
の
三
点
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
よ
う
。

既
存
産
業
の
利
益
率
の
改
善

小
樽
は
一
九
八
〇
年
以
前
は
港
湾
産
業
と
そ
れ
を
支
え
る
製
造
業
中
心
の
町
で
あ
っ
た
）
2
（

。
大
き
な
製
缶
企
業

と
そ
の
周
辺
産
業
、
運
送
業
と
港
湾
業
と
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
部
品
製
造
、
そ
し
て
水
産
加
工
業
が
中
核
産

業
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
産
業
構
成
の
中
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
石
炭
を
中
心
と
し
た

道
内
天
然
資
源
の
小
樽
港
か
ら
の
積
み
出
し
が
激
減
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
市
経
済
に
お
け
る
割
合
が
大
き
く

低
下
し
た
。

小
樽
の
製
造
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
小
零
細
企
業
で
あ
り
経
営
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
小
樽
の
み
な

ら
ず
北
海
道
の
製
造
業
の
平
均
年
齢
は
二
〇
一
八
年
で
六
〇
歳
代
が
三
六・九
％
、
七
〇
歳
代
以
上
が
二
二・八
％ 

と
他
の
産
業
と
比
べ
て
も
約
二
歳
高
い
。
特
に
年
商
一
億
円
未
満
の
企
業
で
は
、
二
三・一
％
が
七
〇
歳
代
以

上
の
経
営
者
で
あ
る
（
帝
国
デ
ー
タ 

二
〇
一
八
）。

北
海
道
経
済
産
業
局
（
二
〇
一
七
）
に
よ
る
と
道
内
の
製
造
業
で
は
、
自
動
車
、
輸
送
用
機
械
器
具
、
電
子
部 
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品
、
電
子
機
械
、
生
産
用
機
械
等
の
機
械
製
造
が
、
資
本
純
利
益
率
、
売
上
高
純
利
益
率
と
も
に
高
く
効
率
性

の
高
い
分
野
で
あ
る
。
他
方
で
小
樽
に
多
い
金
属
製
品
、
非
金
属
製
品
業
は
相
対
的
に
利
益
率
が
低
い
。
小
樽

の
産
業
分
野
で
、
利
益
率
が
高
い
の
が
鋳
鍛
造
品
・
そ
の
他
の
鉄
鋼
製
品
製
造
業
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

高
い
技
術
力
が
必
要
と
な
る
分
野
で
は
利
益
率
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
他
方
で
技
術
的
な
陳
腐
化
が
進
む

と
利
益
率
が
下
が
る
。

こ
の
よ
う
な
小
樽
の
製
造
業
が
現
状
改
善
す
る
た
め
に
は
、
製
造
工
程
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
生
産
管
理
を
見

直
し

）
3
（

、
管
理
会
計
を
徹
底
し
て
、
現
在
埋
没
し
て
い
る
利
益
を
掘
り
出
し
、
そ
れ
を
元
に
新
し
い
技
術
へ
の
投

資
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
澤
邉
（
二
〇
一
三
、二
〇
一
五
）
は
、
日
本
の
中
小
企
業
の
利
益
率
が
管
理
会
計
の
導

入
の
程
度
に
よ
っ
て
差
が
出
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
善
に
よ
っ
て
捻
出
し
た
利
益
を
技

術
投
資
に
回
し
、
ま
た
技
術
者
の
雇
用
を
増
や
す
。
技
術
的
優
位
性
の
獲
得
は
、
小
樽
の
製
造
業
に
と
っ
て
利

益
と
高
い
賃
金
を
生
み
出
す
源
泉
と
な
る
。

次
に
、
小
樽
の
現
在
の
中
心
産
業
で
あ
る
観
光
業
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
先
述
し
た
が
、
小
樽
の
観
光
業
は

賃
金
の
点
で
は
札
幌
を
凌
ぐ
が
、
飲
食
・
宿
泊
業
は
他
産
業
と
比
べ
て
、
賃
金
水
準
が
低
い
。
こ
れ
は
、
日
本

の
観
光
業
が
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
の
経
済
成
長
期
に
確
立
さ
れ
た
日
本
人
団
体
旅
行
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

か
ら
い
ま
だ
に
脱
し
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
地
方
の
観
光
都
市
に
、
観
光
バ
ス
を
仕
立
て
て

訪
れ
、
安
く
効
率
的
に
旅
を
楽
し
む
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
の
モ
デ
ル
は
、
休
暇
期
間
の
短
い
日
本
人
に
と
っ

て
最
適
な
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、「
お
も
て
な
し
」
は
善
意
か
ら
行
う
も
の
で
あ
り
価
格
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
倫
理

観
の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
適
切
な
評
価
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
の
道
路
運
送

法
の
改
正
に
よ
り
バ
ス
事
業
が
許
可
制
と
な
り
新
規
参
入
が
急
増
し
た
た
め
、
日
本
の
観
光
業
は
熾
烈
な
価
格

競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
価
格
競
争
の
中
で
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
対
象
は
人
件
費
へ
と
向

か
い
、
観
光
業
界
は
低
賃
金
産
業
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
日
本
の
観
光
市
場
で
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
小
樽

の
観
光
産
業
を
見
る
と
、
低
価
格
帯
と
高
価
格
帯
の
ブ
ラ
ン
ド
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
差
別
化
と
い
う
基
本
的

な
対
応
す
ら
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の
団
体
旅
行
と
同
じ
く
団
体
旅
行
で
効
率
的

に
観
光
地
を
回
り
た
い
と
望
む
低
価
格
帯
の
外
国
人
観
光
客
と
、
高
価
格
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
を
望
む

富
裕
層
顧
客
へ
の
対
応
の
差
別
化
が
で
き
て
お
ら
ず
、
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
低
価
格
で
あ
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
富
裕
層
が
望
む
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
で
、

利
潤
機
会
を
失
っ
て
い
る
。

実
際
、
ニ
セ
コ
等
の
道
内
他
地
域
で
は
、
す
で
に
富
裕
層
向
け
高
価
格
帯
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
対

応
が
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
樽
は
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
脱
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
の
顧

客
の
争
奪
の
鍵
が
低
価
格
化
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
観
光
産
業
の
低
賃
金
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
小
樽
の
観

光
業
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
若
い
未
熟
練
労
働
者
の
流
出
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
小

樽
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
に
よ
る
高
価
格
帯
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
い
た
新
し
い
ビ
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ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
は
急
務
で
あ
る
。

高
利
益
・
賃
金
産
業
の
誘
致
・
育
成

す
で
に
見
た
よ
う
に
高
賃
金
の
産
業
は
技
術
集
約
型
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
小
樽
の
企
業
誘
致
の
特
徴
は
雇

用
量
を
目
標
と
し
て
工
場
誘
致
に
集
中
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
失
業
対
策
と
い
う
点
で

こ
の
政
策
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
人
口
減
少
問
題
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
は
絶
対
数
よ
り
も
利

益
率
の
高
い
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
の
工
場
移

転
の
場
合
、
そ
の
地
域
の
安
い
賃
金
が
目
的
で
あ
っ
た
り
、
移
転
は
し
て
き
て
も
従
業
員
は
市
外
に
住
ん
だ
ま

ま
で
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
法
人
税
収
入
は
得
ら
れ
て
も
、
人
口
減
少
に
は
あ
ま
り
効
果
が

な
い
。

技
術
集
約
的
産
業
の
立
地
条
件
は
、（
a
）
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近
い
こ
と
、（
b
）
人
材
の
供
給
源
が
あ
る
こ
と
、

（
c
）
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と̶

̶

で
あ
る
。
大
型
の
製
造
施
設
を
必
ず
し
も
必
要
と

し
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
は
、
む
し
ろ
顧
客
と
の
継
続
的
関
係
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
製
造
業
の
よ
う
に
輸

送
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
業
種
で
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
そ
ば
で
立
地
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
技
術
集
約
型
産
業
で
は
慢
性
的
に
技
術
者
が
不
足
し
て
お
り
、
臨
時
雇
用
で
あ
れ
継
続

雇
用
で
あ
れ
必
要
な
と
き
に
安
定
し
て
人
材
を
確
保
で
き
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
技
術
者
を
供
給
で
き
る
大

学
、
専
門
高
校
、
専
門
学
校
の
存
在
は
企
業
の
立
地
決
定
の
重
要
な
要
件
と
な
る

）
4
（

。



69　第二章　小樽市における人口減少と所得の関係̶̶全道事例との比較

さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
一
部
は
起
業
に
際
す
る
大
き
な
設
備
投
資
を
必
要
と
は
し
な
い
が
、
立
地
地
域
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
基
礎
的
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
等
が
立
地
の
必
要
条
件
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は

産
業
の
性
格
上
、
情
報
通
信
環
境
に
依
存
し
、
維
持
コ
ス
ト
が
外
部
環
境
に
左
右
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
外
部

か
ら
企
業
を
誘
致
し
た
り
、
起
業
を
促
し
た
り
す
る
場
合
、
同
時
に
情
報
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
低
価
格
で
利

用
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
よ
う
に
、
技
術
さ
え
あ
れ
ば
設
備
投
資
が
あ
ま
り
必
要
で

な
い
た
め
に
参
入
が
容
易
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
が
地
理
的
条
件
に
縛
ら
れ
に
く
い
産
業
は
、
原
理
的

に
は
ど
こ
で
も
立
地
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
初
期
的
に
は
リ
ス
ク
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
よ
り
好

条
件
を
提
示
で
き
る
か
ど
う
か
は
企
業
誘
致
・
育
成
の
要
因
と
な
る
。

小
樽
の
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
条
件
の
う
ち
（
a
）
を
除
く
二
つ
の
条
件
は
ほ
ぼ
存
在
し
な

い
。
工
業
高
校
は
学
校
統
合
に
よ
り
存
続
は
し
て
い
る
が
、
教
育
課
程
は
旧
来
の
小
樽
の
製
造
業
に
合
わ
せ
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
技
術
集
約
型
産
業
の
人
材
を
供
給
す
る
た
め
に
十
分
と
は
言
え
な
い
。
同
種
の

専
門
学
校
も
市
内
に
は
存
在
せ
ず
、
大
学
の
一
学
科
が
わ
ず
か
に
そ
の
人
材
供
給
の
可
能
性
を
持
つ
の
み
で 

あ
る
。

人
口
減
少
の
観
点
か
ら
、
企
業
誘
致
・
育
成
を
考
え
る
と
現
在
の
小
樽
の
環
境
は
あ
ま
り
好
ま
し
い
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
が
故
に
人
材
供
給
を
市
内
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
政
策
的

に
採
り
う
る
の
は
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
あ
り
、
起
業
に
よ
る
初
期
コ
ス
ト
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
し
て
、

小
樽
に
企
業
立
地
す
る
こ
と
の
明
ら
か
な
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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札
幌
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の
促
進

小
樽
は
、
札
幌
の
近
距
離
に
位
置
す
る
都
市
の
中
で
最
も
人
口
減
少
率
の
高
い
市
で
あ
る
。
距
離
的
に
は 

四
〇
キ
ロ
未
満
で
あ
り
、
電
車
で
三
〇
〜
四
五
分
で
あ
り
、
新
興
都
市
と
比
べ
て
も
学
校
や
病
院
な
ど
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
札
幌
で
働
く
人
々
が
小
樽
を
居
住
地
に
選
ば
な
い
と
い
う
こ
と

は
異
例
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

居
住
地
と
し
て
の
小
樽
と
い
う
観
点
は
次
章
以
降
で
取
り
扱
う
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
急
速
に
人
口

減
少
し
て
い
る
現
在
、
一
時
的
に
で
も
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
機
能
を
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
人
口
が
減
少
す
る
に
つ
れ
、
現
在
の
小
樽
の
中
心
産
業
で
あ
る
三
次
産
業
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
す
ら
維

持
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

す
で
に
医
療
体
制
や
学
校
教
育
に
不
足
が
生
じ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

供
給
す
る
企
業
が
消
滅
す
る
と
、
そ
れ
が
雇
用
と
所
得
の
減
少
に
つ
な
が
る
。
現
在
の
小
樽
の
喫
緊
の
課
題
は
、

人
口
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
札
幌
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
も
他
と
並
ん
で
採
用

す
べ
き
方
策
で
あ
り
、
鉄
道
や
都
市
間
バ
ス
の
時
刻
表
や
停
車
駅
の
再
考
も
必
要
だ
ろ
う
。

五　
ま
と
め
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本
章
で
は
、
本
書
の
基
本
的
な
前
提
と
し
て
、
所
得
差
と
人
口
の
動
態
の
関
係
を
検
討
し
た
。
北
海
道
の
市

部
に
お
い
て
は
、
社
会
増
減
、
自
然
増
減
と
も
に
札
幌
と
の
所
得
差
と
有
意
な
関
係
が
あ
る
こ
と
、
小
樽
の
場

合
は
札
幌
と
比
較
し
た
所
得
の
低
さ
が
人
口
減
少
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま

た
、
小
樽
の
所
得
の
低
さ
は
産
業
構
造
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
可
能
な
解
決
方
法
を
示
唆
し
た
。

他
方
で
、
所
得
の
引
き
上
げ
は
、
政
策
的
に
も
短
期
的
に
は
実
行
し
が
た
い
問
題
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
町
村
程
度
の
人
口
規
模
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
産
業
育
成
に
成
功
す
る
こ
と
で
平
均
所
得
を
引
き
上
げ
る
こ

と
は
可
能
だ
が
、
そ
れ
が
全
体
の
所
得
を
引
き
上
げ
、
人
口
流
出
を
止
め
る
ま
で
に
は
や
は
り
時
間
を
要
す
る
。

町
村
よ
り
も
人
口
規
模
が
大
き
い
、
特
に
一
〇
万
人
を
超
え
る
人
口
を
擁
す
る
都
市
部
で
は
、
単
一
産
業
の
成

長
だ
け
で
は
問
題
が
解
決
せ
ず
、
よ
り
包
括
的
な
政
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
本
章
で
示
し
た
の
は
あ
く
ま
で
数
字
上
の
「
相
関
」
で
あ
り
、「
因
果 

関
係
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
口
の
増
減
と
所
得
差
の
間
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
示
し
た

が
、
人
々
が
「
ど
こ
に
住
む
か
」
や
「
何
人
子
供
を
も
う
け
る
か
」
と
い
っ
た
意
思
決
定
の
理
由
を
示
す
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
章
以
降
で
採
り
上
げ
る
。
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註（
1
） 
た
だ
し
、
こ
れ
は
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
低
所
得
者
を
含
ん
で
い
な
い
た
め
、
実
際
の
平
均
所
得
で
は
な
い
。
特
に
生
活
保

護
世
帯
の
多
い
北
海
道
で
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
本
章
で
は
実
際
に
所
得
を
得
て
い
る
者
の
差
を
検
討
す
る
た
め
に
こ
の 

数
字
を
用
い
た
。

（
2
） 

明
治
期
の
小
樽
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
漁
業
は
、
戦
前
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
鰊
漁
の
不
振
に
よ
り
一
九
五
〇
年
前
後
に
は

衰
退
し
て
い
る
。

（
3
） 

生
産
管
理
の
徹
底
は
、
東
京
大
学
の
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
が
全
国
各
地
の
工
業
地
域
で
拠
点

形
成
に
貢
献
し
て
お
り
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
生
産
管
理
指
導
は
産
業
集
積
度
の
高
い
工
業
地
域
に
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
小
樽
を
含
め
た
道
内
地
域
で
は
サ
イ
ズ
的
に
小
さ
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
も
生
産

工
程
の
見
直
し
と
管
理
技
術
の
向
上
は
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
藤
本 

二
〇
一
二
）。

（
4
） 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
の
経
営
者
の
平
均
年
齢
は
比
較
的
若
く
、
例
え
ば
ソ
フ
ト
開
発
受
託
企
業
は
、
平
成
生
ま
れ
の
経
営
者
が
、
四・

七
％
と
全
業
種
中
最
も
高
い
。
こ
れ
は
こ
の
産
業
が
比
較
的
初
期
の
設
備
投
資
費
用
が
小
さ
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク 
二
〇
一
九
）。
そ
の
場
合
、
経
営
者
や
社
員
が
子
育
て
世
代
で
あ
る
場
合
が
多
く
な
る
た
め
、

企
業
の
新
規
立
地
に
上
記
三
点
以
外
の
子
育
て
環
境
な
ど
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

文
献

伊
藤
薫
（
二
〇
〇
九
）「
戦
後
日
本
の
人
口
移
動
に
対
す
る
所
得
格
差
節
と
就
業
機
会
説
の
説
明
力
」『
人
口
学
研
究
』
二
七
号
。

蝦
名
賢
造
（
一
九
五
〇
）『
北
海
道
経
済
論̶

̶

開
発
政
策
の
一
試
論
』
楡
書
房
。

小
池
司
朗
（
二
〇
〇
九
）「
人
口
移
動
と
出
生
行
動
の
関
係
に
つ
い
て̶

̶
初
婚
前
に
お
け
る
大
都
市
圏
へ
の
移
動
者
を
中
心
と
し

て
」『
人
口
問
題
研
究
』
六
五
巻
三
号
、
三
―
二
〇
頁
。
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財
団
法
人
統
計
研
究
会
経
済
構
造
研
究
部
会
編
（
一
九
五
五
） 『
北
海
道
開
発
論
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

澤
邉
紀
生
（
二
〇
一
三
）「
臨
床
会
計
学
の
構
想
」『
原
価
計
算
研
究
』
三
七
巻
一
号
、
一
六
―
二
八
頁
。

澤
邉
紀
生
（
二
〇
一
五
）「
管
理
会
計
は
財
務
業
績
を
向
上
さ
せ
る
の
か
？̶

̶

日
本
の
中
小
企
業
に
お
け
る
管
理
会
計
の
経
済
的

価
値
」『
企
業
会
計
』
六
七
巻
七
号
、
九
七
―
一
一
一
頁
。

田
渕
隆
俊
（
一
九
八
六
）「
地
域
間
所
得
格
差
と
地
域
間
人
口
移
動
」『
地
域
学
研
究
』
一
七
巻
、
二
一
五
―
二
二
六
頁
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
（
二
〇
一
八
）「
平
均
年
齢
六
〇・二
歳
、
過
去
最
高
を
更
新
〜
業
種
別
で
は
不
動
産
業
が
最
高
に
〜
」（
特
別

企
画:

北
海
道
内
企
業
の
社
長
年
齢
分
析
）
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
（
二
〇
一
九
）「
社
長
の
平
均
年
齢
、五
九・七
歳
〜
昭
和
生
ま
れ
社
長
は
建
設
業
、平
成
生
ま
れ
社
長
は
サ
ー

ビ
ス
業
に
多
い
〜
」（
特
別
企
画
：
全
国
社
長
年
齢
分
析
）
二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日
。

戸
田
淳
仁
（
二
〇
〇
七
）「
出
生
率
の
実
証
分
析̶

̶

景
気
や
家
族
政
策
と
の
関
係
を
中
心
に
」、RIETI D

iscussion Paper 
Series 07-J-007

。

豊
田
哲
也
（
二
〇
一
三
）「
日
本
に
お
け
る
所
得
の
地
域
間
格
差
と
人
口
移
動
の
変
化̶

̶

世
帯
規
模
と
年
齢
構
成
を
考
慮
し
た
世

帯
所
得
の
推
定
を
用
い
て
」『
経
済
地
理
学
年
報
』
五
九
巻
、
四
―
二
六
頁
。

藤
本
隆
宏
（
二
〇
一
二
）『
も
の
づ
く
り
か
ら
の
復
活
』
日
本
経
済
新
聞
社
。

松
浦
司
（
二
〇
一
一
）「
相
対
所
得
が
出
産
に
与
え
る
影
響
」、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
「
経
済
分
析
」
一
八
五
号
。

デ
ー
タ
（
す
べ
て
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
日
確
認
）

旭
川
市
「
平
成
二
九
年
度
労
働
基
本
調
査
」

 
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/364/392/work0005/p003961.htm

l

網
走
市
「
平
成
三
〇
年
度
網
走
市
労
働
実
態
調
査
」

 
http://www.city.abashiri.hokkaido.jp/030shisei/020toukei/040roudoujittai/

石
狩
市
「
平
成
二
九
年
度
石
狩
市
雇
用
・
労
働
基
本
調
査
」
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http://www.city.ishikari.hokkaido.jp/soshiki/syoukour/1662.htm

l

岩
見
沢
市
「
平
成
二
九
年
度
岩
見
沢
市
労
働
実
態
調
査
結
果
報
告
書
」

 
https://www.city.iwam

izawa.hokkaido.jp/content/detail/3099370/
小
樽
市
「
小
樽
市
に
お
け
る
人
口
減
少
の
要
因
分
析
及
び
有
効
な
施
策
に
関
す
る
研
究
」
報
告
書

 
https://w

w
w.city.otaru.lg.jp/sisei_tokei/koso_keikaku/jinko_taisaku/index.data/kyoudoukenkyu_houkokusyo.

pdf

小
樽
市
「
平
成
二
九
年
度
小
樽
市
労
働
実
態
調
査
」　

 
https://www.city.otaru.lg.jp/jigyo/rodo-jittaityousa/

帯
広
市
「
平
成
二
九
年
度
事
業
所
雇
用
実
態
調
査
」

 
https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/shoukoukankoubu/kougyourouseika/a170810koyoujittai.htm

l

北
広
島
市
「
平
成
二
九
年
度
労
働
事
情
調
査
」

 
http://www.city.kitahiroshim

a.hokkaido.jp/hotnews/detail/00001001.htm
l

 
https://www.hkd.m

eti.go.jp/hoksr/h28kikatsu/index.htm

釧
路
市
「
平
成
二
九
年
度
労
働
基
本
調
査
報
告
書
」

 
https://www.city.kushiro.lg.jp/com

m
on/000123608.pdf

士
別
市
「
平
成
二
九
年
度
士
別
市
労
働
状
況
実
態
調
査
報
告
」

 
http://www.city.shibetsu.lg.jp/www/contents/1097565270203/index.htm

l

総
務
省
「
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態
及
び
世
帯
数
」、e-Sat.　

 
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/!les?page=1&

toukei=00200241&
tstat=000001039591

総
務
省
「
市
町
村
税
課
税
状
況
等
の
調
査
」

 

平
成
二
九
年
度　

http://www.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/ichiran09_17.htm
l

 

平
成
二
八
年
度http://www.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/ichiran09_16.htm

l
 

平
成
二
七
年
度　

http://www.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/ichiran09_15.htm
l

 

平
成
二
六
年
度　

http://www.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/ichiran09_14.htm
l
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平
成
二
五
年
度　

http://www.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/ichiran09_13.htm
l

滝
川
市
「
平
成
二
八
年
度
滝
川
市
労
働
事
情
実
態
調
査
」

 
http://www.city.takikawa.hokkaido.jp/230keizai/05sangyousinkou/2015-0316-chousa.htm

l

伊
達
市
「
平
成
二
九
年
度
伊
達
市
労
働
実
態
調
査
」

 
https://www.city.date.hokkaido.jp/hotnews/detail/00000659.htm

l

苫
小
牧
市
「
平
成
二
九
年
度　
苫
小
牧
市
労
働
基
本
調
査
」

 
http://www.city.tom

akom
ai.hokkaido.jp/kanko/kosho/rodokoyo/tokeijoho/tokeijoho.htm

l

登
別
市
「
平
成
二
九
年
度
労
働
基
本
調
査
報
告
書
」

 
http://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2017060500027/

函
館
市
「
平
成
二
九
年
度
労
務
状
況
調
査
」

 
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014032300203/

深
川
市
「
平
成
二
九
年
度
深
川
市
労
働
基
本
調
査
報
告
書
」

 
https://www.city.fukagawa.lg.jp/cm

s/section/shokoro/uo2pli000000e62x.htm
l

北
海
道
経
済
産
業
局
「
平
成
二
八
年
企
業
活
動
基
本
調
査
」、
二
〇
一
七
年
一
二
月
八
日
。

 
https://www.hkd.m

eti.go.jp/hoksr/h28kikatsu/index.htm

北
海
道
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 
https://jsite.m

hlw.go.jp/hokkaido-hellowork/list/sapporo/toukei.htm
l

室
蘭
市
「
平
成
二
九
年
度
労
働
基
本
調
査
」

 
https://www.city.m

uroran.lg.jp/m
ain/org6200/roudoukihon28.htm

l


